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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成16年4月1日指 定 年 月 日

平成28年3月1日

Ⅴ アウトカム項目

横浜市のモデル事業として開所した事業所で、木材をふんだんに使った建物は天井
が高く、ウッドデッキなども備えられ、のびのびと暮らせる環境が整っています。
大通りから少し入った坂道の途中にありますが、静かな立地で、近隣との友好関係
も保たれています。利用料は年金生活者に沿った設定になっています。
＜優れている点＞
イベント開催前には、散歩の時にチラシをポスティングしたり、近隣の子どもたち
に呼び掛けるなど、地域交流に力を入れています。玄関や窓は施錠なしにしていま
すが、所在確認を２０分ごとに行っています。園芸や手芸、家庭科の倶楽部を設け
ることにより、職員の得意な点を伸ばし、入居者に喜ばれています。また、職員の
配置増にもつながり、事業所内がいきいきしています。欲しい物を買いに行きた
い、自宅に帰りたいなどの希望は本人の手帳に書き留め、一つずつ叶えています。
希望により自費でのフットケアも取り入れています。法人全体でバスを借り切って
の日帰り旅行も行っています。
＜工夫点＞
全室畳敷きの居室ですが、個々の介護度や身体状況にあわせて、縁ナシ畳やビニー
ル畳にするなど、本人に沿った部屋になっています。夜間または緊急時に備えて、
車イスの向き、配置場所などを揃えています。正月やひな祭りには着物が着られる
よう支援しています。ボランティアの協力を得て着物を二部(セパレート)式に縫い
直し、入居者の喜びに繋げています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

23 ～ 35

56 ～ 68

自己評価項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

36 ～ 55

 1 ～ 14

往診医、訪問看護師、歯科医など多職種とも連携をとりながら、一人一人に合った生
活作りを考えています。

通い定員小規模多機能型居宅介護

登録定員

宿泊定員

平成27年12月17日

運営理念である「一人一人の生活作り」を常に考えています。

職員は、生活作りに必要なことは何かを考えて支援しています。

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成28年3月10日

季節行事、お誕生日、地域の行事、倶楽部活動など、ご家族や地域の方々にもご参加
いただきながら一緒に行うようにしています。

平成12年3月18日

所　　在　　地

事 業 所 番 号

サービス種別

定　 員　 等

高齢者グループホーム　あすの里

□

1473300190

自己評価及び外部評価結果
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 高齢者グループホーム　あすの里

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

「一人一人の生活作り」をもとに、そ
の方の思いに寄り添えるように、状態
変化に合わせて対応方法を検討しなが
ら、皆で実践につなげている。

パンフレットに掲載している基本理念
に加え、具体的な内容の運営方針を作
成し玄関に掲示しています。状況に応
じ、カンファレンス会議において職員
全体で理念の振り返りを行っており、
利用者家族や実習生にも内容を理解し
て貰うよう努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域の方々と遭遇した時には、あいさ
つを忘れないなど小さな事もおこない
ながら、地域の行事に参加したり、
ホームの行事に地域の方々を招待して
楽しい時間を過ごせるようにしてい
る。

地域のどんど焼きやふれあい祭り、防
災訓練、運動会に参加しています。ハ
ロウインでは近隣のこどもが仮装して
訪れたり、夏祭りのそうめん流しも入
居者と一緒に楽しんでいます。小学生
がグループワークで来訪するほか、ヘ
ルパー実務者研修の場にもなっていま
す。

行事へ参加している小学生からホーム
の事をインタビューされたり、地域の
行事へ参加している時には、認知症に
ついて質問をされる事が増えている。

２ケ月に１回行っている運営推進会議
で助言をいただいた事などは、カン
ファレンスや日々のミーティングなど
で職員同士で話合い、サービスの向上
へつなげている。

家族や職員、自治会長、ケアプラザ職
員で実施しています。事業所内の状態
や事故報告、地域情報などの他に、マ
イナンバーやインフルエンザの話し合
いもしています。通りから見える場所
で野菜を作ってる人が、近隣とふれあ
えているなど、参考になる意見も出て
います。

管理者が窓口となり行っている。 県のグループホーム連絡会の他に、市
のブロック会にも出席し担当者と話し
ています。市や県の研修や勉強会にも
出席しています。生活保護の人も受け
入れているので、区役所の担当職員や
成年後見人とも連絡をとっています。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

研修へ参加し、玄関の施錠をしないな
ど具体的な行動も実践しながら、言葉
での拘束をしていないかなど職員同士
でも意識し合うようにしている。

玄関も居室の窓も施錠はしていませ
ん。玄関には鈴をつけてありますが、
出て行った人もいます。以後、入居者
には散歩などで門の外に出る際には、
危険の少ない左方向に曲がる習慣をつ
けて、さらに２０分ごとに所在確認す
るようにしています。

研修へ参加し、虐待とは何かを理解
し、職員同士でも意識し合うようにし
ている。

成年後見制度を新しく利用し始めた方
がいらしたために、制度について学ぶ
事ができた。

管理者が窓口となり行っている。ご家
族より、質問等があった際には管理者
へ報告があり、管理者よりご家族へ説
明をおこなっている。

家族会や運営推進会議の場や日々の面
会時にうかがった事をカンファレンス
などで話合い、改善に努めている。

家族会で、事業所内での火災や事故な
どが発生したときに、外部に知らせる
方法について意見がでました。対応と
して、非常ドアのある場所に防犯ブ
ザーを置き、近隣の人に駆けつけても
らう仕組みを作っています。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

カンファレンスだけでなく、個々にも
管理者は話を聴き、内容に応じて法人
へ話をするなど、改善点などをみいだ
しケアの向上へ努めている。

職員の得意な事をのばし、入居者を喜
こばそうという考えから、倶楽部（園
芸、家庭科、手芸）を作っています。
家庭科では菓子やパン作り、中国茶を
楽しむ、園芸科は野菜や花作り、手芸
科は編み物や行事の飾り作りなど、職
員、入居者とも活性化に繋がっていま
す。

出来る範囲でしてもらっていると感じ
ている職員が多い。

法人内研修や外部の研修などへ、管理
者がそれぞれに必要と考える研修に参
加できるようにしてもらっている。

市や県のグループホーム連絡会に加入
し、研修会などで他のホームへも研修
へ行くなどして、サービスの向上へ努
めている。

情報や状態を職員同士で共有できるよ
うに、個人のファイルを作成し、入居
前の情報や、入居後の不安な思いなど
が記入できるようになっている。具体
的な対応方法についても記入するよう
にしている。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

管理者が窓口となり話を聴く事が多い
が、面会時や外出時に要望などを聴い
た時には、管理者へ報告している。

管理者が中心となり、相談を受けた際
にご本人にとって最善は何か一緒に考
える様にしている。

共に生活する中で、安全は確保しなが
ら、できそうな事を見極め、洗い物、
洗濯物たたみなど一人一人に合ったお
手伝いなどをしていただき、必ず終
わった時にお礼をいうなど関係を築け
るように努めている。

面会時には、ご本人の様子をお伝えす
ると共に、昔の様子をうかがうなど会
話を積極的にかわす事で、ホームへ入
居されてもご家族の力が必要な事を伝
え、共に支えていけるように努めてい
る。

行きつけのお店への買い物、自宅への
外出、お友達と過ごす時間などは、積
極定期に維持していけるように努めて
いる。

入居前によく買い物をしていた店に、
職員と歩いて行く入居者がいます。自
宅に帰りたいという要望に応えて職員
が同行し、写真を持ち帰ることで本人
も家族も満足したケースもあります。
また、入居前に通っていた教会に行く
人もおり、職員の同行も検討していま
す。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

相性や性格、言動の強弱、行事などそ
の場の雰囲気を考慮したうえで、気の
合う同士が過ごせるように支援してい
る。

管理者が窓口となりおこなっている
が、街中でお会いした時には声をかけ
ている。

本人の思いをまず聴くことを一番に考
え、カンファレンスなどで話し合い、
本人の意向に少しでも近づけられるよ
うに努めている。

入居者の思いや意向を把握し、好きな
ピンクで室内を整える、好きな雑誌を
定期的に買いに行く、好きな歌手のＣ
Ｄを買うなど、希望を叶えています。
家族から、入居者に毎日食べさせてと
要望された食品は、居室内に冷蔵庫を
置いて提供し、希望を叶えています。

管理者が窓口となり入居前の情報を収
集しているが、入居後にはご本人やご
家族へその都度質問する事で、さらに
情報収集する事ができ、少しでも把握
できるように努めている。

日誌や個人記録などを確認しながら、
カンファレンスや日々のミーティング
などでも話合い、現状把握へ努めてい
る。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

ご本人の要望を聴くと共に、ご家族へ
もシートを郵送し要望をうかがってい
る。カンファレンスでは、必要なケア
についても話合う事で、それぞれの意
見を取り入れた介護計画が作れるよう
にしている。

居室担当者が本人の情報を収集をし、
カンファレンスで話し合い、それを元
に本人や家族の希望を聞き、表情をく
み取り、ケアプランに反映していま
す。医療的なことや、やり続けて欲し
いこと、楽しそうな事を盛り込んだケ
アプランになっています。

個別で記録をするとともに、ケアのポ
イントや様子などはノートへ記入して
いる。

歌をうたいたい方がいる時には、カラ
オケボックスへ行ったり、近所のス
ナックへ行き昼カラをしたりと、出来
る範囲で支援をおこなうようにしてい
る。

同じ散歩コース、同じスーパーへ買い
物へ行く事で顔なじみの関係を築く事
で、あいさつを交わすだけでなく野菜
の収穫などもさせていただく機会があ
る。

かかりつけ医と相談し、ご本人の状態
に合わせて、病院を紹介してもらった
りしている。状態によって、往診時に
ご家族も同席し話をしている。

原則的には入居者・家族の同意を得た
上で、事業所の往診医をかかりつけ医
としていますが、希望すれば入居前か
らのかかりつけ医も可能です。かかり
つけ医以外の医療機関を受診する場合
には、職員の通院介助が基本ですが、
家族が同行することもあります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

週１回看護師が訪問してくれている。
気づいた事は、まずは管理者へ報告
し、管理者から看護師へ伝えている。

入院時には、細かい対応方法などを伝
えると共に、定期的に面会へいき状態
を把握するようにしている。

管理者が窓口となり、入居時に説明を
おこない同意書を記入してもらってい
る。ご本人やご家族へも定期的に最期
の迎え方について話をし、要望を記録
し終末期になった際に叶えられるよう
している。

重度化後や終末期には、どのようなケ
アが可能か入居時に説明し、入居者・
家族の考えを聞き取ってサービス計画
書に記録し、要望に沿えるよう努めて
います。体重急減などの徴候が見て取
れた場合には往診医と連携をとり、
ターミナルの準備を始めています。

救急対応方法などは、研修などをおこ
なっているが実際にその場になった時
に対応できるのか不安に思っているの
で、定期的に対応方法の話合いをおこ
なっている。

地域の防災訓練へ参加したり、ホーム
での避難訓練をおこなっている。火災
時の対応が一番問題なので、定期的に
消防訓練はおこなっていきたい。

管理者は避難対策に力を入れており、
的確な居場所確認が出来るよう廊下の
２ヶ所に名前をつける、入居者の居場
所報知のため非常口等へ防犯ブザーを
置く、場所によって車イスの置く向き
を変える、緊急連絡のためにＬＩＮＥ
を活用するなどの対策をとっていま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

一人一人の性格や状態に配慮し、声の
かけ方、介助の方法など、職員一人一
人が気をつけるようにしている。

入居者の人格尊重のため、トイレ誘導
を「手を洗いに行く」と言い換えた
り、申し送り時に利用者の名前を言わ
ないなどの注意をしています。問題の
ある言葉かけや対応に気づいた時は、
管理者がその場で注意して、カンファ
レンスで取り上げることもしていま
す。

我慢や周囲をきにせず話が聴けるよう
に、入浴中が個別外出中なども利用し
て希望を聴いたり、一人で決められな
い時には一緒に考え、答える導き出せ
るように働きかけている。

ご本人の生命、安全は確保したうえ
で、可能な限り希望にそって生活でき
るように、時間の調整をしている。

好きな色、好きな髪型、好きな洋服な
どを把握し、定期的に訪問美容を取り
入れたり、買い物へ外出している。
日々の生活では、離床時には整容しや
すいように、居室へブラシなどを準備
している。

個々の好きな物を把握し、メニューへ
取り入れたり、外食したりしている。
盛り付けをする時には、バンダナをつ
けたり、配膳を手伝ってもらったりし
ている。

盛り付けを担当する入居者もおり、動
ける人は配膳や洗い物など何かしら手
伝っています。献立作りと食材手配は
配送業者に依託していますが、独自メ
ニューに変更したり、旬の野菜を加え
るなどの工夫もしています。外食や行
事食も有効に活用しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

月１回体重測定や血液検査の結果、
日々の体調などを考慮し、食事や水分
の必要量を考え、補食や飲み物のレ
パートリーを増やすなど対応してい
る。

一人一人の口腔内の状態に合わせて、
歯ブラシだけでなく、歯間ブラシやス
ポットブラシ、舌ブラシなどを選択
し、職員が仕上げをするようにしてい
る。

排泄簿を参考に、排泄ペースを考慮し
行動の流れをいかし、トイレ以外の目
的で立ち上がった時を利用しトイレ誘
導をおこなうようにしている。

排泄パターンを把握し、行動の流れの
中でトイレに誘導するよう努めていま
す。紙パンツ使用者がトイレでの排泄
へと改善した事例もあります。また、
下剤を使わない排便にも心掛けてお
り、適度な水分補給と運動により、現
在は全ての入居者が自然排便を行って
います。

便困の日数に合わせて、牛乳やプルー
ン、水分量を増やしたり、散歩を長め
にしてみたりと運動を促すなど行って
いる。

基本的には、２日に１回程度で入浴さ
れているが、体調に合わせて変更して
いる。一番に入りたいなど順番の希望
はできる限り叶える様にしている。

浴室の外には坪庭風の空間があり、浴
槽横の大きな窓から眺めながらゆった
り入浴できます。洗い場と脱衣室には
床暖房が備えられています。職員は、
入浴時の事故が大事に至る可能性を認
識して介助に当たっており、入浴後の
肌の乾燥にも注意を払っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

体調を考慮し、日中も休んでいただく
ようにしている。部屋の灯りは明るく
なりすぎないように調整し、寝具も寒
い暑いが快適になるように揃えてい
る。

カンファレンス時に、服用している薬
を説明し、理解しやすいようになって
いる。細かい説明は日誌やノートへも
記載し、把握できるようになってい
る。

ご本人が今まで行ってきた編み物や読
書などはおこなえるように、必要な物
を一緒に買い物へ行き揃えるようにし
ている。

外出したい場所によって、事前に計画
する時とその日の状況で外出できるよ
うになっている。事前に計画をする時
にはご家族も参加していただく事もあ
る。

天気の良い日の散歩は日課になってお
り、車イス利用者も出掛けています。
墓参りや演歌コンサートの観覧など、
個別外出の積極的支援もこのホームの
特色です。職員が同行し、２～３人で
買い物に行く入居者もいます。日帰り
や１泊のバス旅行も実施しています。

ご本人の希望により、ご家族と相談の
うえ、現在２名の方が現金を所持して
いる。買い物時には、持っているお財
布から支配もしてもらっている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

現在、携帯を所持している方が１名。
操作方法はわからない事が多いので、
職員が操作をしている。電話がかかっ
てきた時に、ご本人へ取り次ぎ会話を
してもらうも、うまく会話ができない
時には、職員がかわり会話が続くよう
にしている。

天窓から射しこむ光が強い窓へはすだ
れをかけている。照明は明るすぎない
様に調整している。玄関や中庭には季
節の花や植物を育てている。

入居する人の心を落ち着かせたいとい
う設計者の意図に基づき、内装には木
材が多用されています。ロビーには季
節に合わせて書初めなど入居者の作品
が飾られ、大きな窓からは中庭のシダ
レ桜やアジサイの花、楓の紅葉などが
眺められます。隣接する居間は障子で
仕切られ、和風で統一されています。

食堂や玄関、ウッドデッキには椅子が
あり、座って過ごせるようになってい
る。

居室入口には暖簾をかけ、ドアを開け
た時に中が丸見えにならないようにし
ている。居室の家具は、今まで使用し
ていた物や新しく購入する時には、ご
本人の好きな色などにするようにして
いる。

転倒の衝撃が和らぐなどの理由から全
居室が畳敷きで、入居者の状況に応じ
て縁無し畳を使用する配慮をしていま
す。２灯式の照明も暖色系と寒色系の
電灯を使い分けています。各部屋には
家族写真や鏡台、仏壇など思い出の品
や馴染みの物が持ち込まれています。

フロアの中心に食堂があり、その奥に
まとめてトイレがある事で、居室から
一つの動線で食堂やトイレへくる事が
できる。必要な場所には手すりがあり
歩きやすく、玄関には椅子があるので
１人で靴の脱ぎ履きがしやすくなって
いる。
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事業所名　高齢者グループホーム　あすの里

作成日：　平成　２８年　３月　８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

前回同様、外部評価では、次のステップに向け
て期待したい内容や改善点についての指摘はう
けなかった。

次回の外部評価の時も、期待したい内容につい
て指摘することありませんと言われる続けられ
るように、理念を基に入居者さんの生活の質の
向上を目指していきたい。

「一人一人の生活づくり」の達成の為に必要な
知識、技術を職員は積極的に学び、日々の業務
に活かす。

２４ヶ月

2 3

地域の方々にとても良くしていただいている
が、ホームととしお返しができていない。

地域の方々の少しでも役にたてるように活動す
ると共に、入居者の方々にも地域に貢献してい
るという実感を感じてもらえるような活動をし
ていきたい。

地域が抱えている問題を運営推進会議などを通
して探っていくと共に、普段の散歩コースの清
掃など小さな事から始めていく。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画


